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（
漆
所
地
区
）

筑波山の山麓一帯を「すそみ」と名づけました
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※
「
す
そ
み
ろ
く
」
は
全
労
済
地
域
貢
献
助
成
事
業
『
都
市
と
農
村
を
結
ぶ
「
す
そ
み
の
森
」
づ
く
り
』
の
一
環
と
し
て
一
部
助
成
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

金
色
姫
伝
説
を
描
く

編
集
を
終
え
て

●
す
そ
み
の
森
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

白
滝
古
道
復
活
に
は
じ
ま
っ
た
活
動
の

第
３
回
と
し
て
、
６
月
９
日
、
今
後
の
古

道
や
森
の
整
備
に
関
し
て
、
大
き
な
地
図

を
見
な
が
ら
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

白
滝
古
道
は
、
宮
山
を
抜
け
る
道
の
整

備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
臼

井
～
立
野
～
ふ
れ
あ
い
の
里
の
山
裾
の
道

を
整
備
す
る
こ
と
に
。
こ
の
道
は
等
高
線

に
沿
っ
た
な
だ
ら
か
な
道
で
、
小
田
の
宝

篋
山
を
望
む
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、
す
て
き

な
散
策
コ
ー
ス
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

そ
の
他
、
神
郡
山
の
古
道
の
発
掘
（
山

桜
の
名
所
）
や
蚕
影
神
社
の
山
裾
の
道
、

北
条
に
抜
け
る
山
道
な
ど
整
備
し
た
い
と

い
う
声
も
。
他
の
地
区
へ
至
る
峠
を
通
る

山
道
の
発
掘
や
古
い
地
名
の
掘
り
起
し
な

ど
、
取
り
組
み
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
出

ま
し
た
。　

　

田
井
地
区
に
新
た
に
で
き
た
組
織
が
中

心
と
な
っ
て
活
動
の
輪
が
広
が
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
ご
参
加
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

田
中
ひ
と
み
（
つ
く
ば
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

神
郡
に
あ
る
蚕
影
神
社
に
は
、
日
本
で

た
だ
一
つ
の
養
蚕
の
女
神
が
祭
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
神
社
の
縁
起
に
、
蚕
を
伝
え
た

と
言
わ
れ
る
金
色
姫
の
伝
説
が
残
さ
れ
て

い
る
。
残
念
な
こ
と
に
地
元
の
人
で
さ
え
、

あ
ま
り
知
る
人
は
い
な
い
。

　

蚕
影
神
社
の
近
く
に
住
む
画
家
の
御
手
洗

竹
松
さ
ん
は
、
古
く
か
ら
地
元
に
伝
わ
る

金
色
姫
の
伝
説
を
、
「
自
分
の
手
で
掘
り

起
こ
し
、
物
語
に
描
こ
う
」
と
、
数
年
前

か
ら
準
備
を
す
す
め
て
い
た
。
今
回
、
カ

ス
ミ
グ
ル
ー
プ
の

『
私
の
企
画
応
援
し

ま
す
！
』
の
入
選
を

機
に
、
完
成
さ
せ
た
。

　

縦
横
2
メ
ー
ト
ル

の
巨
大
な
パ
ネ
ル
に
、

14
場
面
か
ら
な
る
金

色
姫
伝
説
の
物
語
。
御
手
洗
さ
ん
独
特
の

手
法
で
デ
ッ
サ
ン
し
た
細
か
な
鉛
筆
画
、

丹
念
に
塗
ら
れ
た
彩
色
画
の
色
彩
の
美
し

さ
は
、
と
も
に
見
る
者
の
心
を
う
つ
。
こ

れ
は
き
っ
と
、
思
い
の
た
け
を
込
め
て
筆

を
運
ん
だ
御
手
洗
さ
ん
の
真
摯
な
姿
勢

が
伝
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

御
手
洗
さ
ん
は
、
1
9
4
3
年
、
山
口

県
に
生
ま
れ
育
っ
た
。
小
学
生
の
頃
、
家

現
代
に
甦
る
ふ
る
さ
と
の
物
語

で
飼
っ
て
い
た
牛
を
描
い
て
周
囲
か
ら
ほ

め
ら
れ
た
こ
と
で
、
絵
に
興
味
を
も
つ
。

　

東
京
で
の
生
活
の
あ
と
、
転
機
が
訪
れ

た
の
は
平
成
元
年
。
安
全
で
安
心
し
て
食

べ
ら
れ
る
卵
を
作
ろ
う
と
、
夫
婦
で
筑
波

山
の
す
そ
の
へ
と
居
を
移
し
た
。
1
0
0
0

羽
の
鶏
を
飼
い
、
家
族
と
鶏
の
た
め
に
無

農
薬
の
野
菜
を
作
る
。

　

時
間
が
許
す
限
り
、
筑
波
山
が
正
面
に

眺
め
ら
れ
る
ア
ト
リ
エ
で
筑
波
山
の
四
季

を
描
く
。
「
最
近
で
は
、
筑
波
山
麓
を
散

策
す
る
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
『
か
ぐ

や
姫
』
や
『
鶴
の
恩
返
し
』
に
負
け
な
い

位
の
壮
大
な
金
色
姫
伝
説
。
こ
の
地
の
風

景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
目
に
見
え
な
い
歴

史
や
文
化
に
触
れ
て
、
思
い
を
め
ぐ
ら
し

て
ほ
し
い
」
。
筑
波
山
麓
の
風
景
を
こ
よ

な
く
愛
す
る
御
手
洗
さ
ん
の
言
葉
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

上
野
節
子
（
小
沢
地
区
）

御手洗竹松さん

御手洗さんの描いた金色姫伝説の一場面

か
ん
ご
お
り

こ
か
げ

み
た
ら
い

た
け
ま
つ

点滅交差点の角、大谷石の倉庫に「はん

てん屋 里工房」をオープンして一年。毎

月つくば道を歩くご夫婦、トレーニング

中の男性、サイクリングに来たご家族、

歴史に興味津々な学生、ゴルフ帰りの

人、写真を撮る人や絵を描く人…。ここ

に来る目的は皆さん色々ですが、テラス

から見える美しい筑波山の風景には、誰

もが感動し、ゆっくりと時間を過ごして

いかれました。遠方からわざわざ訪れる

方も多く、筑波山やこの里山がたくさんの

方に親しまれていることを実感しました。 

はんてん屋は、７月いっぱいで石倉での

営業を終りますが、この美しい風景が、

いつまでも変ら

ず、訪れる方を

迎えてくれるこ

とを、心から願

っています。　

　　　　　　　　木村美希(はんてん屋)

　むかし、天竺(いまのインド)に仲国という国があり、

その帝には金色姫という娘がいた。皇后が亡くな

り、その後にきた継母は金色姫を憎んで、４度も姫を

殺す計画をたてた。金色姫を哀れに思った帝は、こ

の国から姫を逃がしてやろうと、桑の木で作った舟に

姫を乗せて海に流した。舟は筑波山麓の豊浦（館）に

漂着し、権太夫という漁師に助けられる。

　権太夫夫婦は、金色姫を不憫に思い大事に育てた

が、姫は病で亡くなってしまう。その亡がらを唐びつ

に納めて大切にしていると、ある夜夢の中で、「私に

食べ物をください。あとで必ずご恩返しをします」と

姫の声がした。唐びつを開けると、小さな虫がい

たので、桑の葉を与えると虫は喜んで食べ、成長し

た。そして４度の休眠のあと、繭となり、繭から

糸がとられ、糸から衣が織られた。やがて権太夫夫

婦は、この地に養蚕をひろめ、栄えたといわれている。

蚕影神社の金色姫伝説

＜金色姫伝説＞展覧会のお知らせ
●2008年7月12日(土)〜20日(日)／入場無料　　　　

　10時〜18時（最終日は16時まで）

●カスミつくばセンター　第2研修室ギャラリー

★オープニングイベント

7月12日(土)14時〜15時／創作舞踏劇「金色姫心の旅路」

物語の朗読とともに、篠笛や和太鼓の演奏にあわせ

て繰り広げられる金色姫伝説の舞踏劇です。

10時〜18時／蚕と繭の実物展示

［問］029-850-1824　カスミつくばセンター

　

*14・15日は休廊

すそみ点滅交差点

　

田
井
地
区
に
は
、
現
存
す
る
蚕
影
神
社
、

飯
名
神
社
、
白
滝
神
社
、
初
酉
神
社
等
を

は
じ
め
、
明
治
末
に
廃
社
と
な
っ
た
六
所

神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
神
社
は
神

代
の
時
代
か
ら
、
関
東
地
域
の
五
穀
豊
穣

を
願
う
代
表
的
な
神
社
と
し
て
大
き
な
役

割
を
は
た
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
か
っ

て
は
5
0
8
の
末
寺
を
有
し
た
由
緒
あ
る

普
門
寺
な
ど
、
多
く
の
寺
社
が
集
中
し
て

い
る
地
域
は
他
に
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
つ
く
ば
市
や
茨
城
県
で
は
、
筑
波

山
麓
に
注
目
し
て
種
々
の
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
た

め
に
、
田
井
地
区
の
私
た
ち
が
一
丸
と

な
っ
て
地
域
を
元
気
に
し
て
い
こ
う
と
、

田
井
地
区
区
長
会
が
中
心
と
な
り
、
各
方

面
の
方
々
に
呼
び
か
け
、
６
月
９
日
に
設

立
総
会
を
開
催
し
、
「
田
井
の
里
地
域
づ

く
り
愛
好
会
」
を

発
足
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
行
わ
れ

る
第
23
回
国
民
文

化
祭
で
は
、
こ
の

組
織
が
中
心
に

な
っ
て
「
筑
波
山

麓
秋
祭
り
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
全
国
的
な

規
模
で
行
わ
れ
る
「
国
民
文
化
祭
」
を
成

功
さ
せ
、
活
気
の
あ
る
田
井
地
区
に
す
る

た
め
に
、
田
井
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
、
会

員
と
し
て
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
た
だ
い
ま
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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なかこく 絵：鮏川実佳 ( 田井小学校 4年）
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他
1
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方
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２
口
協
賛
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

御
手
洗
竹
松
さ
ん

ごんだゆう

ほ
う

田
井
の
里
地
域
づ
く
り
愛
好
会
発
足
！
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筑
波
山
麓
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
を
元
気
づ

け
よ
う
と
は
じ
ま
っ
た
「
す
そ
み
ろ
く
」
、
紙

面
で
は
紹
介
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
活
動
が
展
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
を
愛
し
、

盛
り
た
て
よ
う
と
す
る
方
が
益
々
増
え
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

3
8
1
9



居酒屋
●
夏
祭
り

神
郡
祇
園
祭
り　

7
月
20
日(

日)

・
21
日(

月)
／
山
車
、
神
輿
が
町
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

臼
井
八
坂
神
社
の
御
神
火　

7
月
19
日(

土)

・

20
日(

日)

／
19
日
は
20
時
頃
か
ら
三
切
太
鼓
が

響
く
な
か
、
境
内
の
御
神
火
場
所
で
御
神
火
に

火
が
つ
け
ら
れ
ま
す
。

杉
ノ
木
稲
荷
万
燈　

8
月
17
日(

日)

17
時
頃
か

ら
／
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
約
30
基
の
万
燈
で

神
社
ま
で
の
参
道
を
飾
り
ま
す
。

　

今
年
筑
波
山
の
山
里
を
歩
く
『
筑
波
古

道
ガ
イ
ド
』
が
発
行
さ
れ
た
。
「
す
そ
み

ろ
く
」
編
集
委
員
は
早
速
こ
の
ガ
イ
ド
を

も
と
に
、
筑
波
山
口
に
備
え
ら
れ
て
い
る

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用
し
て
田
井
コ
ー

ス
を
廻
っ
て
み
る
事
に
し
た
。
地
元
生
ま

れ
の
森
田
・
鮏
川
両
委
員
は
サ
イ
ク
ル
隊

の
要
、
知
り
尽
く
し
て
い
る
里
の
道
を
先

蚕
影
神
社
と
信
仰
の
背
景

　
　

万
葉
集
に
も
歌
わ
れ
た
蚕
の
発
祥
地

　

筑
波
山
の
南
麓
に
、
上
か
ら
見
る
と
蚕

が
這
っ
て
い
る
よ
う
な
形
を
し
た
標
高

2
0
0
メ
ー
ト
ル
の
蚕
影
山
が
あ
る
。
蚕

影
神
社
は
神
郡
豊
浦
の
地
に
あ
り
、
こ
の

蚕
影
山
の
山
中
に
鎮
座
す
る
。

　

筑
波
山
の
麓
で
は
古
代
か
ら
織
物
業
が

盛
ん
で
万
葉
集
に
も
歌
わ
れ
、
養
蚕
の
ふ

る
里
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
幼

稚
な
養
蚕
技
術
で
は
、
気
候
が
成
否
の
ポ

イ
ン
ト
。
そ
の
点
、
筑
波
山
南
側
の
山
懐

に
抱
か
れ
た
こ
の
地
域
は
、
温
暖
な
気
候

自然石を並べて築いた 200 段の石段

が
桑
や
蚕
の
生
育
に
適
し
て
い
た
。
虫
は

自
然
の
力
に
支
配
さ
れ
や
す
く
、
そ
こ
に

蚕
影
神
社
信
仰
の
素
地
が
あ
っ
た
。
春
蚕

の
掃
き
立
て
に
入
る
前
、
そ
の
年
の
養
蚕

の
繁
栄
を
願
っ
て
、
近
郷
の
農
家
は
も
と

よ
り
、
関
東
一
円
、
さ
ら
に
山
梨
、
長
野
、

福
島
、
山
形
の
遠
方
か
ら
大
勢
の
参
拝
者

が
訪
れ
て
数
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
列
を
な
し
、

た
い
へ
ん
な
賑
わ
い
で
あ
っ
た
と
言
う
。

戦
後
は
、
化
学
繊
維
に
押
さ
れ
て
需
要
が

激
減
し
、
基
幹
産
業
と
し
て
経
済
を
支
え

て
き
た
養
蚕
業
も
急
速
に
衰
え
て
い
っ
た
。

　

静
ま
り
返
っ
た
参
道
の
周
囲
に
は
、
ス

ギ
、
モ
ミ
、
シ
イ
や
ク
ス
ノ
キ
の
古
木
が

緑
の
ト
ン
ネ
ル
を
つ
く
り
、
苔
む
し
た
石

段
に
木
漏
れ
日
を
落
と
し
、
神
社
と
森
だ

け
は
、
今
も
昔
の
ま
ま
の
佇
ま
い
を
残
し

て
い
る
。　
　

稲
葉
誠
二
（
六
所
地
区
）

達
と
し
て
走
る
。
何
と
心
強
い
こ
と
か
。

　

6
月
4
日
、
真
っ
赤
な
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
で
気
分
も
上
々
、
思
わ
ず
「
サ
イ
ク
リ

ン
グ
だ
・
ヤ
ッ
ホ
ー
」
と
歌
い
出
し
た
く

な
る
。
若
葉
が
薫
る
す
そ
み
に
い
ざ
出
発
。

燧
ヶ
池
の
側
を
ぬ
け
る
と
飯
名
神
社
、
初

巳
祭
の
賑
い
と
は
反
対
に
崇
高
な
静
け
さ
。

　

道
沿
い
の
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ(

定
家
葛)

の
花

の
芳
香
に
囲
ま
れ
な
が
ら
薬
師
堂
か
ら
ガ

イ
ド
に
あ
る
鮏
川
家
で
休
憩
、
丹
精
こ
め

た
さ
つ
き
の
盆
栽
が
見
頃
。

　

臼
井
か
ら
立
野
へ
。
早
苗
が
10
セ
ン

チ
程
に
育
っ
た
青
田
が
広
が
る
。
ゆ
る

や
か
な
上
り
坂
が
続
く
。
電
動
自
転
車

の
主
は
軽
や
か
に
息
せ
き
切
る
仲
間
を

追
い
越
し
て
、
蔵
王
権
現
神
社
に
到
着
。

神
社
の
す
ぐ
近
く
に
新
四
国
八
十
八
ヶ

所
霊
場
が
あ
り
、
八
十
八
体
の

仏
様
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
地

元
で
は
「
ぽ
っ
く
り
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

こ
こ
ま
で
で
一
時
間
、
筑
波

山
を
背
に
眼
前
に
は
白
鷺
が
田

の
中
を
舞
い
、
耳
に
は
鶯
や
雲

雀
の
声
、
頬
に
は
薫
風
、
六
月

白滝

燧ヶ池

飯名神社

筑波山口
バスターミナル

蔵王権現神社
六所皇大神宮跡
六所の家

蚕影神社

細草川

普門寺

初酉神社

つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド

つ
く
ば
道

筑波山神社

P

市営駐車場 ( 無料 ) ができました！

はんてん屋

酒勾川 初
夏
の
す
そ
み
め
ぐ
り

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
で
ゆ
く

池のほとりを走ります

六所神社跡への道、ここの坂はかなりきつい！

茅葺き民家をちょっと拝見

ここでちょっと一休み

ここから眺める筑波山は絶景！
みんなでしばしたたずむ

この日は映画の撮影がありました

緑に囲まれた初酉神社

さあ、帰ろう！

鮏川家

の
里
で
し
か
味
わ
え
な
い
感
覚

を
満
喫
す
る
。

　

さ
て
次
は
六
所
大
神
宮
跡
。

か
っ
て
は
御
座
替
祭
の
里
宮
で

あ
っ
た
所
、
鬱
蒼
と
し
た
木
立

が
昔
の
面
影
を
今
に
伝
え
て
い

る
。
今
度
は
二
峰
の
均
整
の
と

れ
た
筑
波
山
を
眺
め
な
が
ら
六

所
か
ら
館
へ
。
金
色
姫
伝
説
の

蚕
影
神
社
で
は
、
今
日
は
映
画

撮
影
中
と
か
。
映
画
の
完
成
を

楽
し
み
に
し
な
が
ら
春
喜
屋
さ

ん
で
し
ば
し
休
憩
。

　

い
よ
い
よ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
も

終
わ
り
に
近
づ
く
。
神
郡
の
真

言
宗
豊
山
派
の
古
刹
・
普
門
寺

に
着
く
。
葉
桜
の
参
道
も
ま
た

味
わ
い
深
い
。

　

少
し
ば
か
り
の
坂
道
を「
エ
イ
ッ
・

ヤ
ッ
」
と
ペ
ダ
ル
を
こ
ぎ
漆
所
の

初
酉
神
社
へ
。
人
家
の
間
に
あ

る
「
初
酉
神
社
入
口
」
の
道
標

を
入
る
と
両
脇
に
桜
の
古
木
が

並
ぶ
。
漆
所
の
古
墳
群
の
中
の

下
り
坂
を
走
り
ス
タ
ー
ト
地
点

に
戻
る
。
所
要
三
時
間
。
古
か

ら
変
わ
ら
ぬ
風
景
の
中
を
、
時

に
は
風
に
身
を
ま
か
せ
日
本
人

の
心
の
故
郷
を
求
め
て
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
の

も
大
切
で
あ
ろ
う
。

　
　

石
井
博
子
（
神
郡
地
区
）

県
道
下
館
つ
く
ば
線

つくば市観光物産課より柴原さん、
久秋さんも参加いただき、８名で出発！

電動自転車だとすいすい！

●
第
3
回 

平
沢
万
灯
夏
ま
つ
り
大
会

8
月
23
日(

土)

18
時
〜
21
時
／
雨
天
の
場
合

24
日(

日)

に
順
延
／
土
・
日
雨
の
場
合
30
日

(

土
）
／
復
元
建
物
3
棟
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、

八
幡
神
社
ま
で
の
6
0
0
ｍ
を
1
8
0
個
の
万
灯

で
飾
り
、
幻
想
的
な
光
の
回
廊
を
演
出
し
ま
す
。

／
藤
み
ち
子
民
謡
シ
ョ
ー
他
／
来
場
者
全
員

に
か
き
氷
プ
レ
ゼ
ン
ト
／
［
問
］
平
沢
官
衙

遺
跡
案
内
所
0
2
9-

8
6
7-

5
8
4
1

●
田
楽
の
集
い　

稲
刈
り

９
月
14
日(

日
）
10
時
〜
15
時
／
雨
天
中
止
／
参

加
費
大
人
1
0
0
0
円
、
学
生
・
障
害
者
・
小

人
5
0
0
円(

昼
食
付)

／
筑
波
山
の
麓
の
谷
津
田

で
無
農
薬
の
米
づ
く
り
。
黒
米
や
赤
米
を
手
刈

り
、
あ
ぜ
で
創
作
「
田
楽
舞
い
」
も
あ
り
ま
す
。

［
問
］
N
P
O
法
人
自
然
生
ク
ラ
ブ

0
2
9-

8
6
6-

2
1
9
2

●
「
す
そ
み
の
田
ん
ぼ
」
棚
田
の
稲
刈
り

９
月
15
日(

祝)

10
～
15
時
／
参
加
費
９
０
０
円

(

昼
食
付
）
／
生
き
も
の
の
た
め
に
、
沢
水
だ
け
で

無
農
薬
の
米
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
／
支
援
金

募
集
中
（
収
穫
量
に
応
じ
お
米
の
配
分
あ
り
。
詳

し
く
は
お
問
合
せ
を
）
／
［
問
］
N
P
O
法
人
つ
く

ば
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
0
2
9-

8
6
3-

5
1
5
1

と
よ
う
ら

す
け
が
わ

ひ
う
ち
が
い
け

た
て
のざ

お
う
ご
ん
げ
ん

お
ざ
が
わ
り
さ
い

た
て

は
っ
と
り

う
る
し
じ
ょ

（入澤邸）

哀愁ただよう鮏川隊長の背中

：トイレ

杉ノ木神社

臼井八坂神社
レンタサイクル情報

●休憩所があったらいいな
●案内板がほしいな
●電動自転車があったらいいな

サイクリングで感じたこと

ひうちがいけ

さかさがわ

4/1~11/30　9：00~18：30　
大人500円 ／日　
小人(小学生以下）250円／日
　問合せ：029-866-0510
関東鉄道 (株 )つくば北車庫
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